
 

 

「要配慮者のためのマイ・タイムライン講習会」実施報告について 

 

１ 目的 

自ら避難行動をとることが困難な要配慮者（高齢者・障がい者）にとって、風水害時に

備えた日頃からの避難に対する準備や心構えは、非常に重要である。 

そこで、自分や家族の避難行動計画であるマイ・タイムラインを作成することで、要配

慮者が適切な避難行動ができ、風水害に対する防災意識の向上を図ることを目的として開

催した。 

 

２ 概要 

(１)日程・会場・参加者数一覧 
 

回 日 時 会 場 参加者数 対象者 

１ ９月 30 日 

（水） 

午前 大田区民ホール・アプリコ 
（地下１階展示室） 

10 人 障がい者及びその関係者 

２ 午後 37 人 高齢者及びその関係者 

３ 11 月 10 日 

（火） 

午前 区役所本庁舎 
（第五・第六委員会室） 

34 人 障がい者及びその関係者 

４ 午後 25 人 障がい者及びその関係者 

参加者合計 106 人  

 

 (２)主な参加団体等 
 

高齢者 

関係団体 

大田区シニアクラブ連合会、地域ささえあい強化推進員 

地域包括支援センター、大田区社会福祉協議会 

障がい者 

関係団体 

大田区肢体不自由児(者)父母の会、大田区手をつなぐ育成会 

大田区重症心身障害児(者)を守る会、特定非営利活動法人 大身連 

大田区視覚障害者福祉協会、大田区聴覚障害者協会 

大田区精神障害者家族連絡会、大田区自立支援協議会 等 

 

(３)内容・講師 

ア 大田区ハザードマップ風水害編の説明 

防災危機管理課職員 

イ 福祉部防災対策の現状と今後について 

福祉管理課職員 

ウ マイ・タイムライン作成講座 

一般財団法人河川情報センター職員 

 

３ 参加者からの主な意見 

 ・このような講習会は、繰り返し受講することで災害時に備えた訓練になると思う。 

 ・今回の講習会を受講して、「自助」の意識が高まった。 

 ・今後は、異なる障がい特性の方と意見交換できるような場にして欲しい。 

健康福祉委員会  

令和２年 12 月 15 日 
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